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テラヘルツ時間領域分光法（THz-TDS）の登場によって，遠赤外線とも呼ばれるTHz波の分光が広く実
施できるようになった。現在，THz-TDS での THz波の発生と検出には光伝導アンテナが使われているこ
とが多く，十分な実用性も示している。しかしながら、光伝導アンテナは静電気に弱いため壊れやすく，

価格面でも１個 10万円以下の低価格化は難しいと言われている。その点，金属Ｖ溝付き平行平板導波路に
非線形光学結晶を挟み込んだ放射素子 1)は，静電気に強いため壊れにくく，１個１０万円以下の低価格化

も実現可能である。この非線形光学放射素子を，本稿では，光伝導アンテナに対して電気光学アンテナと

称すことにする。 
我々のグループでは，光伝導アンテナを使わない，電気光学アンテナだけの THz-TDS システムを構築
している。非線形結晶としてGaAs基板を用いれば，現在 300万円程度に低価格となった波長 1.55μmの
ファイバーレーザーを使ってシステムを安価に構築できる。図１に構築中の電気光学アンテナの写真を示

す。図１の金属Ｖ溝付き平行平板導波路におけるTHz波の電場増強は，プラズモン超集束の理論 2)を使っ

て計算できる。図２に示すように，理論計算から，平行平板導波路内での電場増強度は平行平板導波路の

幅が狭ければ狭いほど良いという訳でなく，最適な幅があることが示唆される 3)。当日は，電気光学アン

テナに基づくTHz-TDSシステムの構築状況を報告する。 
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図１	 電気光学アンテナの写真 

 
図２	 金属Ｖ溝付き平行平板導波路での電場

増強度の理論計算．２αはＶ溝の開き角．𝜀"は
計算に用いた金属誘電率である．横軸は波長で

規格化した平行平板の幅であり，縦軸は電場の

増強度である． 
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